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2026 年 3 月 16 日 

報道関係各位 

GMO エンペイ株式会社 

 

GMO エンペイ、「enpay byGMO」に「らくらく AI 請求登録機能」を追加 

～Excel 前処理を AI で自動化し、保育・教育現場の請求業務を効率化～ 

 

GMO インターネットグループの GMO エンペイ株式会社（※1）（代表取締役社長：森脇 潤一 以下、GMO エ

ンペイ）は、2026 年 3 月 16 日（月）より、集金業務のキャッシュレス化・DX を実現する FinTech×SaaS

プラットフォーム「enpay byGMO（エンペイバイジーエムオー）」において、新機能「らくらく AI 請求登録

機能」の提供を開始しました。 

本機能は、Excel ファイルをアップロードするだけで AI がファイル構造を解析し、請求情報を抽出・変換す

る機能で、手作業によって生じるデータ整形上の摩擦を AI の活用により解消します。本機能に関する技術

は、現在特許出願中です。 

（※1）GMO エンペイは、GMO ペイメントゲートウェイ株式会社の連結会社です。 

 

【背景】 

保育所や幼稚園、学校などの教育機関では、集金業務のデジタル化と業務負担の軽減が重要な課題となって

います。保育分野における ICT の導入状況に関する調査では、保育施設等の 84.4％が、いずれかの保育 ICT

機能を導入しています（※2）。同調査では、保育 ICT を構成する代表的な機能として、「登園・降園管理機能」

「保護者との連絡機能」「保育計画・記録機能」「キャッシュレス決済に関する機能」の 4 機能が挙げられて

おり、そのうち「キャッシュレス決済に関する機能」の導入率は 15.0％に留まります。 

一方、キャッシュレス決済導入済み施設へのヒアリングでは、「現金を扱う心理的な負担が減った」とする肯

定的回答が 91.5％、「集金にかかる事務・手間が削減された」とする肯定的回答が 89.1％と、高い有効性が

確認されています。 

また、文部科学省が公表した校務 DX チェックリストの自己点検結果では、学校徴収金について「完全にデ

ジタル化している」と回答した学校は 39.3％です。一部実施（半分以上）37.3％、一部実施（半分未満）

8.4％、全くしていない 15.0％という内訳が示されており、完全移行には至っていない学校も少なくありま

せん（※3）。 
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このように、保育・教育分野における集金業務のデジタル化が進行している一方で、導入状況や完全移行の

到達度が一様ではないことを示しています。 

GMO エンペイは、保育・教育業界における集金業務の DX を通じて、教育現場が本来の業務により多くの時

間を充てられる環境の実現を目指しています。 

その具体的な実務工程として着目したのが、請求データをシステムに取り込む前段の整形作業、すなわち“請

求前工程”です。請求データの準備工程には依然として手作業が残っており、施設ごとに異なる Excel 形式や、

複数シート構成への対応が求められます。システムに取り込むためには、列の並び替えや項目整理といった

前処理が必要です。こうした工程は属人的な作業に依存しやすく、業務全体の効率化に影響を及ぼしていま

す。 

GMO エンペイは、業務フローの変更を前提とせず、現場の運用を活かしながら負担を軽減する設計を重視し

ています。Excel 運用をそのまま活かしながら、手作業によって生じるデータ整形上の摩擦を AI の活用によ

り解消します。 

（※2）三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（2025 年 5 月 15 日）「保育所等業務効率化推進事業（保育所等における ICT

化推進等事業（うち、保育施設等における ICT 導入状況等に関する調査研究事業））（令和５年度補正予算分）の採択案件の

成果報告書の公表について」 

（URL： https://www.murc.jp/library/survey_research_report/koukai_250515/ ） 

（※3）文部科学省（令和 7 年 3 月 26 日）「『GIGA スクール構想の下での校務 DX チェックリスト』に基づく自己点検のフォロー

アップの実施結果（確定値）等について（共有）」 

添付資料「【別紙 1】GIGA スクール構想の下での校務 DX チェックリスト～学校・学校設置者の自己点検結果～〔確定値〕」

（URL： https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_jogai01-000033278_0.pdf ） 

 

【新機能「らくらく AI 請求登録機能」について】 

（URL： https://www.enpay.co.jp/service/ai-invoice-import ） 

請求業務で利用している Excel ファイルをそのままアップロードすることで利用できます。AI がファイル構

造を解析し、利用者名、請求金額、内訳などの請求情報を自動抽出します（※4）。抽出されたデータは、「enpay 

byGMO」の請求データ形式へ自動変換され、そのまま請求登録することができます。複数シート構成や不規

則な列順にも対応しており、解析結果の確認・修正も画面から簡単に行うことが可能です。 

請求登録完了後は、これまでと同様に「一括請求」機能などを通じて請求を送信すると、支払者へチャット

アプリ上で通知されます。既存の運用フローを大きく変更することなくご利用いただけます。 

本機能は、「enpay byGMO」の標準機能の一つとして提供します。追加のオプション契約は不要でご利用い

ただけます。 

2025 年 12 月から実施したβ版提供では、複数シートのファイルをそのまま利用できることや、高い解析精

度により、大きなデータ修正を伴わず取り込めることが確認されています。 

利用いただいた事業者からは、「従来月次でおよそ 1 時間を要していた請求データ作成作業が、10 分程度ま

で短縮された」といった声も寄せられています（※5）。 

（※4）請求登録処理のために解析する目的で AI 技術を利用し、解析データは AI の学習には利用されません。 

（※5）定量効果は施設の運用条件によります。 

 

【「enpay byGMO」について】（URL： https://www.enpay.co.jp/ ） 

「enpay byGMO」は、保育・教育業界などにおける集金にかかるすべてをキャッシュレス・ペーパーレス化

し、集金業務を圧倒的にシンプルにできる集金業務支援サービスです。 

「enpay byGMO」を導入することで、施設で扱う現金を 0 にすることが可能かつ、完全ペーパーレスで請

求書発行から会計用データ作成までを 30 分で行っていただくことが可能です。 

https://www.murc.jp/library/survey_research_report/koukai_250515/
https://www.mext.go.jp/content/20250326-mxt_jogai01-000033278_0.pdf
https://www.enpay.co.jp/service/ai-invoice-import
https://www.enpay.co.jp/
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今後も、保育・教育業界などにおける集金業務の DX を促進することで、先生や保育士の方々が、より保育

や教育に専念していただける時間を創出でき、子どもの機会が開かれていくことを目指してまいります。 

 

【GMO エンペイ株式会社について】 

GMO エンペイは、「やさしいフィンテックを。」というミッションのもと、保育・教育業界に特化した集金業

務のキャッシュレス化・DX を実現する FinTech×SaaS プラットフォームを提供しています。 

保育・教育業界は、従来現金集金が主流となっており、パソコン利用業務も少ないことから、いまだ現金で

のやりとりが多く存在しています。集金前後には金額の周知・領収書の発行・未払いの保護者への催促など

多岐にわたる事務作業が施設側に発生し、保護者側も現金を用意する手間があります。このような課題に対

し GMO エンペイは、チャットアプリなどデジタル時代のニーズを取り込みながら、請求から決済、入金消

込管理までをワンストップで解決するソリューションを提供しています。 

主力サービスである「enpay byGMO」「koufuri+ byGMO」のビジネスモデルは、複数の特許権を取得して

います。また、施設と保護者双方の物理的・心理的負担の軽減につながる UI/UX に優れたユーザー画面を開

発・提供しています。 

2018 年 11 月の創業以来、成長を続けており、導入施設数は全国の保育園やこども園、幼稚園、学校、学

童施設を中心に 3,200 施設を超え（※6）、多くの自治体への導入も進んでいます。 

（※6）2025 年 12 月末時点 

以上 
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【GMO エンペイ株式会社】（URL： https://www.enpay.co.jp/corporation ） 

会 社 名 GMO エンペイ株式会社（旧：株式会社エンペイ） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表取締役社長 森脇 潤一 

事 業 内 容 ■集金業務のキャッシュレス化・DX 関連サービス 

資 本 金 1 億円 

【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社】（URL： https://www.gmo-pg.com/ ） 

会 社 名 GMO ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表取締役社長 相浦 一成 

事 業 内 容 ■総合的な決済関連サービス及び金融関連サービス 

資 本 金 133 億 23 百万円 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL： https://group.gmo/ ） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社（東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 

■グループの事業内容 

インターネットインフラ事業 

インターネットセキュリティ事業 

インターネット広告・メディア事業 

インターネット金融事業 

暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

 
Copyright (C) 2026 GMO Enpay, Inc. All Rights Reserved. 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 企業価値創造戦略統括本部 広報部 

 TEL：03-3464-0182 

お問い合わせ： 

https://contact.gmo-pg.com/m?f=767 

 

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 新野 

TEL：03-5456-2695 

お問い合わせ： 

https://group.gmo/contact/press-inquiries/  

【サービスに関するお問い合わせ先】 

●GMO エンペイ株式会社 

お問い合わせ：

https://www.enpay.co.jp/inquiry 

https://www.enpay.co.jp/corporation
https://www.gmo-pg.com/
https://group.gmo/
https://contact.gmo-pg.com/m?f=767
https://group.gmo/contact/press-inquiries/
https://www.enpay.co.jp/inquiry

